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登録医の声

南光台伊藤クリニック　院長　伊藤　賢司

　「れんけい」100 号おめでとうございます。平成
10 年1月に全国の病院にさきがけて仙台オープン病
院に地域医療連携室が発足し、翌年から地域医療連
携室機関紙「れんけい」が発行されました。当初は緑
色の紙に黒字で印刷されたものでしたが、当時として
は画期的でした。あれから 27 年たち紙面もカラフル
で写真も多く見やすくなりました。
　私も平成 8 年 4 月に開業し、30 年過ぎました。
仙台オープン病院には、消化器・循環器・呼吸器と予
約なしで紹介できる専門分野はもちろんのこと、24
時間 365 日急患をお願いできる救急センターがあり、
いつも助けられています。
　われわれ登録医も休日当番医として病院の救急セ
ンターに参加しています。これは医師会病院ならでは
の病診連携の賜物です。
　私は急患のなかには重大疾患が潜んでいることを

考慮し、予約制ではなく名前を書いた順に診察してい
ます。大変な患者さんが来ると外来がストップし、患
者さんが待合室にあふれます。そんな時に仙台オープ
ン病院の救急センターが受け入れてくれるのでとても
助かっています。
　開業当初は専門の消化器を中心に胃内視鏡検査、
家庭血圧を重視した高血圧治療、マンモグラフィでの
乳がん発見に力をいれました。その後は糖尿病、大
腸内視鏡検査、超音波検査での IPMN や膵がんの発
見に努力しました。現在は肥満を伴う糖尿病へのマン
ジャロ（一般名：チルゼパチド）での治療、超音波検
査での乳がん、甲状腺疾患、前立腺がんの発見、そ
して高齢者の心不全治療に力を入れています。
　地域の患者さんと仙台オープン病院とのかけ橋に
なるクリニックとしてこれからも頑張りますのでよろし
くお願いいたします。

地域医療連携室機関紙 　令和 8 年 5 月発行
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副院長就任あいさつ

副院長・呼吸器外科主任部長
田畑　俊治

副院長・循環器内科主任部長
浪打　成人

　令和 8 年 4 月より仙台オープン病
院副院長に就任いたしました浪打成
人と申します。日頃より登録医の先
生方には地域医療の推進に多大なる
ご尽力を賜り、心より敬意を表しま
すとともに、深く感謝申し上げます。

　これまで仙台オープン病院には循環器内科後期研
修医として 2 年、大学や他の病院勤務を経た後に循
環器内科スタッフとして 22 年務めさせていただいて
おります。当院の循環器内科は昭和 61 年の救急セ
ンター開設から急性心筋梗塞や不安定狭心症などの
虚血性心疾患や心不全の救急治療に力を注いでまい
りました。また最近では不整脈に対するアブレーショ
ン治療、多職種チームによる心不全治療を進めてい
ます。循環器内科の領域も拡大し、高齢化の波も進
んでいて対応が必要な病態も多くなってきています
が、スタッフ一同、治療の質を維持するように研鑽
に努めております。

　循環器内科としての職務も全うさせていただきま
すが、これからは副院長としての責務の重さも自覚
し、微力ではございますが、地域に根ざした医療の
提供に努めてまいる所存です。救急医療においても
地域医療機関との連携を一層強化し、安心して受診
いただける体制の維持・向上に尽力してまいります。

　今後とも変わらぬご指導、ご協力を賜りますよう
お願い申し上げます。

　このたび仙台オープン病院の副院
長を拝命いたしました。日頃より当院
の運営にご理解とご支援を賜っており
ます登録医の先生方に、心より御礼申
し上げます。また、当院創立 50 周
年記念事業に際し、多大なるご寄付と
ご厚情を賜りましたこと、重ねて深く

感謝申し上げます。さて、昨今の医療を取り巻く環境
は大きく変化しており、先進医療の発展に伴い、検査
費・薬剤費・医療材料費は年々高騰しております。一
方で、これらのコスト増に診療報酬改定が十分に追い
ついておらず、収入の伸びを上回る支出増が顕在化し、
病院経営はこれまで以上に厳しい局面を迎えておりま
す。さらに、物価高騰や人件費の上昇も重なり、医療
提供体制の維持には一層の工夫と支援が求められてお
ります。こうした中、当院は仙台市の救急医療を支え
る重要な役割を担っておりますが、その維持・発展に
は地域の先生方との連携が不可欠であると強く認識し
ております。実際に直近の年末年始には、当院外来機
能を医師会所属の先生方に開放し、一次救急医療をご
担務いただく取り組みを実施いたしました。院内の検
査機器を活用しつつ、入院が必要な患者さんは当院で
受け入れる体制とすることで、地域として切れ目のな
い医療提供が可能となり、患者さんやその家族だけで
なく行政からも高い評価をいただいております。こう
した取り組みは、病院単独ではなく、先生方とともに
運営しているからこそ実現できたものと考えております。
加えて、当院では医療従事者の高齢化や人材確保の
困難さといった構造的課題が深刻化しています。当院
では、AI や DX の活用による業務効率化と質の向上
を推進し、限られた人的資源の中でも最大限の医療価
値を提供できる体制づくりに取り組んでいます。そして
地域医療連携のさらなる強化と診療機能の最適化を図
り、急性期医療の中核病院としての役割をしっかりと果
たすことで、患者さんや先生方から選ばれる病院づく
りに努めてまいります。最後になりますが、地域の先
生方との連携を何より大切にし、紹介・逆紹介の円滑
化を推進することで、患者さんに満足頂ける最適な急
性期医療を提供してまいりますので、ぜひ今後とも変
わらぬご支援とともに、患者さんのご紹介を賜りますよ
う、何卒よろしくお願い申し上げます。
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新職員の紹介

消化器外科・一般外科部長
神山　篤史

コウヤマ　アツシ

① 神奈川県秦野市
② 旅行、
　 ミュージカル鑑賞
③ 有能な生成 AI
④ �ロボット手術を中心

に頑張っていきたい
と思います。

消化器外科・一般外科副医長
太田　凌

オオタ　リョウ

① 神奈川県藤沢市
② サッカー観戦
③ 何もしない時間
④ �オープン病院外科

の技術を全て習得
したいです。

 　�よろしくお願いし
ます。

医局 研修医１年
村松　孝祐

ムラマツ　コウスケ

① 東京都調布市
② �ロードバイク、将棋、

柔道、スキーなど
③ 脚のチカラァァァ！
④ �患者さんに一人ひ

とりに寄り添いなが
ら、宮城県の医療
に貢献できるよう精
進して参ります。

内科医員後期研修医（専攻医１年）
貝山　弘将

カイヤマ　ヒロマサ

① 岩手県奥州市
② 料理
③ 広い台所
④ �頼りになる医師を

目指し、努めて参
ります

呼吸器外科医長
大島　穣

オオシマ　ユタカ

① 宮城県仙台市
② �野球・サッカー観戦、

筋トレ、酒場放浪、
カラオケ

③ バンクリのネックレス
④ �当院のさらなる発展

のため、誠心誠意
をもって診療にあた
ります。

医局 研修医１年
赤石　幹

アカイシ　モトキ

① 宮城県仙台市
② キャンプ、ギター
③ ロボット掃除機
④ �2 年間全力でやり

切る！

消化管・肝胆膵内科副医長
大黒　拓磨

オオグロ　タクマ

① 兵庫県神戸市
② �野球、きれいな敬

礼ができること
③ �マッサージ機
④ �消化器内科医として

成長できるように頑
張ります！

医局 研修医１年
郷湖　伸達

ゴウコ　ノブタツ

① 宮城県仙台市
② �キャッチボール、
　  �バドミントン、水泳、

ポケモン、車
③ スポーツ友
④ �いち早く病院の戦力

となれるよう努力し
ます！

新職員新職員のの紹介紹介です。です。
よろしくお願い致します。よろしくお願い致します。

①出身地　②趣味 ･ 特技　③今 ､ 一番欲しいもの　④抱負
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 令和8年4月1日より

月 火 水 木 金

消化管
・

肝胆膵
内　科

消化管 清　水　　　孟
外 来 担 当 医 佐　藤　宏　樹 嶋　田　奉　広 是　川　　　海 山　形　　　拓

肝胆膵 伊　藤　　　啓
楠　瀨　寛　顕

菅　野　良　秀
小　堺　史　郷

與那嶺　圭　輔
宮　本　和　明

越　田　真　介
酒　井　利　隆

小　川　貴　央
岡　野　春　香
外 来 担 当 医

循環器内科
尾　形　　　剛
野　田　一　樹

（新患担当）

浪　打　成　人
野　田　一　樹
瀧　井　　　暢

（新患担当）

瀧　井　　　暢
（最終週：動注治療外来）

尾　形　　　剛
（新患担当）

砂　村　慎一郎
谷　田　篤　史
浪　打　成　人

（新患担当）

砂　村　慎一郎
（新患担当）

呼吸器内科
（新患は事前予約制） 米　地　　　敦

田　島　直　美
洞　口　　　亮

（第2、4）
米　地　　　敦 進　藤　百合子

呼吸器外科 外 来 担 当 医 三　友　英　紀 田　畑　俊　治 田　畑　俊　治

消化器外科
一 般 外 科

阿　部　友　哉
川　名　友　美

益　田　邦　洋
林　　　秀一郎

土　屋　　　誉
中　山　　　瞬
神　山　篤　史

柹　田　徹　也
齋　藤　　　達

赤　澤　直　也
武　者　宏　昭

心臓血管外科 吉　田　聖二郎
吉　田　聖二郎

（午前）

新　田　能　郎
（午後）

緩和医療科 進　藤　百合子

受付時間  午前8時30分～午前11時

● 検査 ･入院などのご予約について ････総合サポートセンター
代　表　番　号　TEL 022－252－1111    FAX 022－252－1126
※登録医予約専用ダイヤルは平日18:00まで、土曜日9:00～13:00

※診察・検査につきましては事前に予約されている場合でも、当日の外来状況により待ち時間が発生することがございます。
　何卒、ご理解、ご了承願います。

● 緊急な患者さんをご依頼の場合 ･････救急センター
TEL 022－252－0100    FAX 022－252－0264 (救急受付直通)

● 編集委員　浪打　成人、　菅井　健佑、　大間　興子、　丹野　寛子、　熊坂　望、　加藤　真子

URL http://www.openhp.or.jp     E-mail renkei@openhp.or.jp

先生方からご紹介いただく患者さんは毎日受付しております。救急センターは24時間受け入れしております。
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